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(百万円未満四捨五入)

１．平成31年３月期第３四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第３四半期 30,076 0.6 713 △18.9 763 △25.8 572 △32.9

30年３月期第３四半期 29,899 △0.1 880 5.6 1,028 2.1 852 28.8
(注) 包括利益 31年３月期第３四半期 △318百万円( ―％) 30年３月期第３四半期 2,247百万円( 837.5％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第３四半期 67.50 ―

30年３月期第３四半期 100.58 ―
　

(注)平成30年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当
該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第３四半期 56,410 20,024 35.0
30年３月期 54,836 20,324 36.8

(参考) 自己資本 31年３月期第３四半期 19,752百万円 30年３月期 20,187百万円
　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00

31年３月期 ― 0.00 ―

31年３月期(予想) 25.00 25.00
(注)１.直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,000 2.4 1,250 26.5 1,350 19.3 900 2.6 106.20
(注)１.直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期３Ｑ 8,504,747株 30年３月期 8,504,747株

② 期末自己株式数 31年３月期３Ｑ 30,113株 30年３月期 30,077株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期３Ｑ 8,474,651株 30年３月期３Ｑ 8,474,993株

　
(注)平成30年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しておりま
す。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(業績予想の適切な利用に関する説明）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、豪雨・震災等の大規模な自然災害による影響があったものの、

企業収益、雇用環境の改善が進み緩やかな回復基調で推移しました。一方で、米中貿易摩擦、深刻化する人手不足

等の不安要因もあり先行き不透明な状況にあります。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、引き続き収益改善への取り組みを継続してまいりました

が、原油価格の上昇に伴う原材料・燃料費の高騰を吸収しきれず、期を通じて利益面では苦戦致しました。

その結果、売上高は30,076百万円（前年同四半期比0.6％増）となりました。利益面につきましては、営業利益が

713百万円（前年同四半期比18.9％減）、経常利益が763百万円（前年同四半期比25.8％減）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は572百万円（前年同四半期比32.9％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して1,574百万円増加し、56,410百万円とな

りました。これは主に受取手形及び売掛金が1,418百万円、機械装置及び運搬具(純額)が331百万円増加したことな

どによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末と比較して1,874百万円増加し、36,386百万円となりました。これは主に支払手形及び

買掛金が595百万円、短期借入金が2,983百万円増加し、長期借入金が649百万円減少したことなどによるものであり

ます。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して299百万円減少し、20,024百万円となりました。これは主に利益剰余金が

360百万円増加し、その他有価証券評価差額金が757百万円減少したことなどによるものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値

で前連結会計年度との比較・分析を行っております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、平成30年５月14日発表の数値に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,987,591 3,992,079

受取手形及び売掛金 8,266,587 9,684,481

電子記録債権 2,827,680 2,927,305

商品及び製品 3,792,426 4,099,896

仕掛品 957,894 1,124,476

原材料及び貯蔵品 2,274,366 2,316,244

その他 456,565 590,119

貸倒引当金 △84,445 △83,082

流動資産合計 22,478,664 24,651,518

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,005,600 16,062,454

減価償却累計額 △10,593,665 △10,756,616

建物及び構築物（純額） 5,411,935 5,305,838

機械装置及び運搬具 22,499,304 22,806,365

減価償却累計額 △19,044,009 △19,020,055

機械装置及び運搬具（純額） 3,455,295 3,786,310

工具、器具及び備品 2,833,675 2,907,336

減価償却累計額 △2,512,748 △2,549,653

工具、器具及び備品（純額） 320,927 357,683

土地 10,251,210 10,208,383

リース資産 540,543 556,374

減価償却累計額 △272,452 △291,285

リース資産（純額） 268,091 265,089

建設仮勘定 377,536 225,566

有形固定資産合計 20,084,994 20,148,869

無形固定資産

その他 69,013 69,382

無形固定資産合計 69,013 69,382

投資その他の資産

投資有価証券 8,752,958 8,000,827

繰延税金資産 153,188 153,734

投資不動産 3,489,623 3,386,400

減価償却累計額 △966,299 △922,456

投資不動産（純額） 2,523,324 2,463,944

その他 815,270 962,387

貸倒引当金 △41,179 △40,274

投資その他の資産合計 12,203,561 11,540,618

固定資産合計 32,357,568 31,758,869

資産合計 54,836,232 56,410,387
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,564,823 9,160,169

短期借入金 11,776,642 14,760,097

リース債務 79,407 65,091

未払法人税等 352,530 48,771

賞与引当金 378,267 287,913

役員賞与引当金 26,140 19,450

環境対策引当金 3,809 180

設備関係支払手形 479,539 454,447

その他 1,052,905 950,127

流動負債合計 22,714,062 25,746,245

固定負債

長期借入金 6,334,022 5,685,238

リース債務 219,719 226,657

繰延税金負債 1,904,662 1,598,312

再評価に係る繰延税金負債 1,298,595 1,298,595

環境対策引当金 16,224 16,927

退職給付に係る負債 1,691,633 1,532,059

その他 333,742 282,151

固定負債合計 11,798,597 10,639,939

負債合計 34,512,659 36,386,184

純資産の部

株主資本

資本金 5,795,651 5,795,651

資本剰余金 944,696 944,696

利益剰余金 7,656,540 8,016,741

自己株式 △32,697 △32,732

株主資本合計 14,364,190 14,724,356

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,256,248 2,498,797

土地再評価差額金 2,799,017 2,799,017

為替換算調整勘定 △122,303 △180,037

退職給付に係る調整累計額 △109,999 △90,100

その他の包括利益累計額合計 5,822,963 5,027,677

非支配株主持分 136,420 272,170

純資産合計 20,323,573 20,024,203

負債純資産合計 54,836,232 56,410,387
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 29,898,657 30,076,399

売上原価 24,123,696 24,530,960

売上総利益 5,774,961 5,545,439

販売費及び一般管理費 4,895,324 4,832,446

営業利益 879,637 712,993

営業外収益

受取利息 19,303 13,229

受取配当金 112,681 118,663

受取賃貸料 134,504 152,414

雑収入 159,003 144,342

営業外収益合計 425,491 428,648

営業外費用

支払利息 130,571 132,943

為替差損 21,688 88,019

雑損失 124,928 158,054

営業外費用合計 277,187 379,016

経常利益 1,027,941 762,625

特別利益

固定資産売却益 1,332 25,230

投資有価証券売却益 213,511 -

特別利益合計 214,843 25,230

特別損失

固定資産売却損 21 2,626

固定資産処分損 43,612 28,230

特別損失合計 43,633 30,856

税金等調整前四半期純利益 1,199,151 756,999

法人税等 386,968 259,767

四半期純利益 812,183 497,232

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △40,225 △74,836

親会社株主に帰属する四半期純利益 852,408 572,068
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 812,183 497,232

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,418,231 △757,451

為替換算調整勘定 △3,400 △79,835

退職給付に係る調整額 13,864 19,899

持分法適用会社に対する持分相当額 5,760 2,065

その他の包括利益合計 1,434,455 △815,322

四半期包括利益 2,246,638 △318,090

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,295,376 △223,218

非支配株主に係る四半期包括利益 △48,738 △94,872
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

印刷情報
関連事業

住生活
環境関連
事業

包材関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 12,758,018 10,215,504 4,756,673 27,730,195 2,168,462 ― 29,898,657

セグメント間の内部売上高
又は振替高

180,730 3,891 94 184,715 774,949 △959,664 ―

計 12,938,748 10,219,395 4,756,767 27,914,910 2,943,411 △959,664 29,898,657

セグメント利益 819,045 386,196 297,281 1,502,522 103,690 △726,575 879,637

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファンシー商品及び運送・庫内整

理等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△726,575千円には、セグメント間取引高消去67,715千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△794,290千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

印刷情報
関連事業

住生活
環境関連
事業

包材関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 12,703,744 10,244,134 5,019,399 27,967,277 2,109,122 ― 30,076,399

セグメント間の内部売上高
又は振替高

153,341 4,697 151 158,189 750,394 △908,583 ―

計 12,857,085 10,248,831 5,019,550 28,125,466 2,859,516 △908,583 30,076,399

セグメント利益 759,775 280,942 297,327 1,338,044 85,060 △710,111 712,993

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファンシー商品及び運送・庫内整

理等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△710,111千円には、セグメント間取引高消去44,419千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△754,530千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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